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過労死ラインを超える危険な勤務実態の打開は、待ったなし 

～４２人の先生の１週間の生活記録～ いのちと教育を守ろう 
勤務実態調査の中間報告  2013年２月４日 都教組北多摩東支部 

小中学校の教員４２名に、昨年１０月１日～７日までの 1週間の 

生活を詳細に記録していただきました。（全教の全国調査に参加） 

 

平日の１日の勤務時間 １３時間３２分 
◆学校で１１時間３３分、持ち帰り仕事が１時間５９分、合計１３ 

時間３２分です。休憩時間は僅か７分です。 

平日の超過勤務   ６時間１０分 
◆休憩時間は４５分ですが、実態は７分なので、実質勤務時間は３８分多くなっています。 

下記の文部科学省の文書（１日８時間週４０時間）に照らしてみても、 

１３時間３２分―８時間＋３８分＝６時間１０分 

 

月に１６２時間の超過勤務 過労死ラインより６割も多い 
◆厚生労働省の基準では、月１００時間の残業は過労死ラインです。 

◆学校に２２日出勤  ６時間１０分×２２日＝１３５時間４０分・・・Ａ 

◆休日の仕事     ６時間４２分×４回 ＝２６時間４８分 ・・・Ｂ 

◆１か月の超過勤務  Ａ＋Ｂ＝１３５時間４０分＋２６時間４８分＝１６２時間２８分 

 

仕事と睡眠を除くと１日３時間。これで何が出来るの？ 

仕事と睡眠時間を合わせると１９時間４４分、平均通勤時間を合わせると２１時間以上です。 

残りは僅かに３時間弱です。 

食事、買い物、家事（炊事、洗濯、掃除など）、子ども・家族の世話、トイレ、風呂・・・ 

休日も仕事をしています。中学校の運動部の部活をしている方は、土日に平均 16.4時間出勤 

して、1日の休みもありません。体調を崩しても休めない・病院に行く時間がない・・・。 

心豊かにする時間がなくては、一人一人の子どもの思いを受けとめ、よい教育をすることも 

できません。この実態の打開は急務です。 

あなたの勤務は？   裏面の 42人の一覧表をご覧ください。 

 

小中別 休日
持ち帰り
仕事

休憩時間 仕事

時 分 時間 分 時 分 時間
小学校 9 45 5 4 6 15 2
小学校 11 52 1 0 6 0 2
小学校 10 12 3 10 5 45 6
中学校 13 28 0 20 6 51 12

平日

勤務時間
平日の
睡眠時間

★北多摩東支部ＨＰを 

リニューアルしました。 

★教育とくらしの情報を 

発信しています。 
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文部科学省パンフ 平成 24年 3月 

○「教育活動に専念できる適切な

労働環境の確保⇒学校教育全体の

質の向上」 

○「市町村教育委員会をはじめと

して早急な対応が必要」 
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